
191

禅文化研究所紀要 第35号（令和3年5月）

書
評
　
馮
國
棟
『
景
德
傳
燈
錄
研
究
』

（
浙
江
大
學
古
籍
研
究
所
中
國
古
典
文
獻
學
研
究
叢
書
、
中
華
書
局
、
二
〇
一四
年
）衣

川
　
賢
次

一
部
の
書
物
を
ト
ー
タ
ル
に
知
る
た
め
の
學
問
的
研
究
が
文
獻
學
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
當
該
の
書
物
の
内
容
と
外
觀
か

ら
始
ま
っ
て
、
著
者
と
そ
の
成
書
の
背
景
、
流
通
（
受
容
と
影
響
）
の
歷
史
な
ど
を
包
括
す
る
、
つ
ま
り
は
あ
る
書
物
を
理

解
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
學
問
的
知
識
を
動
員
し
て
取
り
組
ま
れ
る
べ
き
綜
合
的
領
域
で
あ
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』

三
十
卷
と
い
う
禪
宗
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
書
物
に
そ
の
よ
う
な
研
究
書
が
あ
れ
ば
と
、
禪
學
の
研
究
者
な
ら
ば
望
ま
な
い

人
は
な
い
。
周
知
の
よ
う
に
書
誌
學
と
言
わ
れ
る
分
野
は
、
あ
る
書
物
の
外
觀
（
版
式
）
と
流
通
し
た
版
本
の
系
譜
を
構
成

す
る
こ
と
を
旨
と
し
、
内
容
に
は
踏
み
込
ま
な
い
こ
と
を
原
則
と
し
て
、
内
容
に
渉
る
思
想
史
的
、
言
語
學
的
、
文
學
的
な

領
域
は
、
そ
れ
ぞ
れ
專
門
性
が
強
い
ゆ
え
に
そ
の
專
門
家
に
委
ね
る
と
い
う
の
が
通
例
で
、
一
種
の
分
業
が
成
立
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
は
相
互
に
關
聯
し
、
し
た
が
っ
て
相
互
依
存
の
關
係
に
あ
る
。
八
宗
兼
學
、
通
經
的
な

學
問
は
稀
代
の
碩
學
に
し
て
初
め
て
可
能
で
あ
る
が
、
し
か
し
な
が
ら
一
經
に
專
通
す
る
學
問
は
不
可
能
で
は
な
い
。『
景

德
傳
燈
錄
』
と
い
う
重
要
な
禪
宗
典
籍
に
は
そ
う
い
う
專
門
學
者
が
あ
っ
て
よ
い
し
、
ま
た
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
第
一
に
、『
景
德
傳
燈
錄
』
は
禪
の
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
か
ら
、
本
文
自
體
が
難
讀
難
解
で
あ
り
、
こ
れ
に
精
通
し
た
信

頼
で
き
る
學
者
の
文
獻
學
的
研
究
が
、
こ
の
書
物
を
閲
讀
し
利
用
す
る
人
に
と
っ
て
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
第
二
に
、『
景

德
傳
燈
錄
』
は
北
宋
初
に
成
立
し
、
た
だ
ち
に
禪
宗
の
基
本
書
と
認
定
さ
れ
て
、
以
後
の
各
時
代
に
わ
た
っ
て
多
く
の
版
本



192

書評　馮國棟『景德傳燈錄研究』（衣川 賢次）

が
刊
行
さ
れ
た
か
ら
、
そ
の
受
容
の
情
況
は
複
雑
で
、
ど
の
版
本
が
優
れ
か
つ
利
用
し
や
す
い
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
の
か
を
知

る
必
要
が
あ
り
、
各
機
關
が
所
藏
す
る
善
本
は
一
般
的
に
は
容
易
に
は
目
睹
し
が
た
く
、
書
誌
學
、
版
本
學
の
專
門
家
の
精

査
に
頼
ら
ね
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
あ
る
。

本
書
は
禪
宗
の
基
本
典
籍
『
景
德
傳
燈
錄
』
に
對
す
る
初
め
て
の
綜
合
的
な
研
究
書
で
あ
る
。
著
者
の
博
士
論
文
（
復
旦

大
學
、
二
〇
〇
四
年
）
を
十
年
を
費
や
し
て
修
訂
し
、
浙
江
大
學
古
籍
研
究
所
中
國
古
典
文
獻
學
研
究
叢
書
の
一
册
と
し
て

出
版
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）
さ
れ
た
力
作
で
あ
る
（
本
文
五
一
四
頁
）。
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。

口
繪
（
十
一
種
の
版
本
の
書
影
）

引
言一

．
近
世
の
禪
學
研
究
と
燈
史
の
運
命　

二
．『
景
德
傳
燈
錄
』
研
究
史
の
回
顧

三
．
本
書
が
採
用
し
た
研
究
方
法

第
一
章
『
景
德
傳
燈
錄
』
成
書
の
背
景
と
學
術
的
淵
源

一
．
宋
初
の
佛
教
文
化
の
建
設

二
．
宋
代
佛
教
史
學
の
繁
榮

三
．『
景
德
傳
燈
錄
』
以
前
の
燈
史
の
撰
述

第
二
章
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
編
者
と
成
書
の
過
程

一
．
道
原
の
平
生
と
法
眼
文
益
門
下
の
學
風

二
．『
景
德
傳
燈
錄
』
の
成
書
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三
．『
景
德
傳
燈
錄
』
の
資
料
の
來
源

第
三
章
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
刊
行
と
版
本
の
源
流

一
．『
景
德
傳
燈
錄
』
の
初
刻
と
大
藏
經
へ
の
編
入

二
．『
景
德
傳
燈
錄
』
の
歷
代
版
刻

三
．『
景
德
傳
燈
錄
』
版
本
源
流
考

第
四
章
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
注

一
．『
景
德
傳
燈
錄
』
の
原
注

二
．『
景
德
傳
燈
錄
』
の
後
世
の
附
注

第
五
章
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
文
學
性

一
．『
景
德
傳
燈
錄
』
の
記
事
の
藝
術
性

二
．『
景
德
傳
燈
錄
』
の
言
語
の
文
學
性

三
．『
景
德
傳
燈
錄
』
所
收
の
偈
頌
詩
歌

四
．「
詩
に
よ
っ
て
禪
を
證
す
る
」

第
六
章
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
宋
代
文
人
へ
の
影
響

一
．
宋
代
文
人
の
『
景
德
傳
燈
錄
』
閲
讀
と
參
究

二
．
王
隨
と
そ
の
『
傳
燈
玉
英
集
』

三
．
宋
代
人
に
よ
る
宋
詩
の
注
と
『
景
德
傳
燈
錄
』

「
未
完
の
思
考
―
―
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
文
化
史
的
意
義
」

附
錄
「
傳
統
、
現
代
と
後
現
代
の
間
―
―
近
現
代
禪
宗
研
究
の
歷
程
へ
の
考
察
」
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本
書
は
著
者
の
博
士
論
文
で
あ
る
か
ら
、
博
論
と
し
て
要
請
さ
れ
た
必
要
な
限
り
の
多
方
面
の
主
題
に
及
ん
で
い
る
が
、

著
者
は
初
め
に
三
方
面
の
研
究
法
を
提
示
し
て
い
る
。
一
．
文
獻
學
的
方
法
。
こ
れ
が
本
書
の
主
要
部
分
。
二
．
宗
教
傳
播

の
視
角
。
こ
れ
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
受
容
史
。
三
．
宗
教
文
學
の
視
角
。
こ
れ
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
文
學
性
の
分
析
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
の
成
書
と
版
本
の
研
究
は
日
本
の
學
者
が
先
鞭
を
つ
け
た
。
著
者
は
當
然
こ
の
基
礎
の
上
で
研
究
を
進

め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
第
一
に
、
本
書
が
從
來
よ
り
蓄
積
さ
れ
た
『
景
德
傳
燈
錄
』
研
究
を
正
し
く
理
解
し
紹
介
し
て

い
る
か
、
そ
し
て
第
二
に
、『
景
德
傳
燈
錄
』
に
對
す
る
從
來
の
認
識
に
新
し
く
加
え
う
る
本
書
の
研
究
成
果
は
何
か
を
檢

討
し
よ
う
。
以
下
、
著
者
の
研
究
を
概
括
し
た
う
え
で
若
干
の
指
摘
を
し
た
い
。

一
．『
景
德
傳
燈
錄
』
の
成
書
の
過
程

編
者
永
安
道
原
は
當
初
『
佛
祖
同
參
集
』
二
十
卷
を
編
纂
し
、
景
德
二
年
（
一
〇
〇
五
）
に
朝
廷
に
上
進
し
た
。
眞
宗

は
こ
れ
を
文
臣
楊
億
、
李
維
、
王
曙
ら
三
人
に
刊
削
裁
定
せ
し
め
、
大
中
祥
符
二
年
（
一
〇
〇
九
）
に
校
定
本
『
景
德
傳
燈

錄
』
三
十
卷
と
し
て
完
成
、
つ
い
で
同
四
年
（
一
〇
一
一
）
に
敕
に
よ
っ
て
大
藏
經
（
開
寶
藏
）
に
編
入
さ
れ
、
汴
京
の
印

經
院
に
お
い
て
初
め
て
印
成
さ
れ
た
。（
第
二
章
「『
景
德
傳
燈
錄
』
の
編
者
と
成
書
の
過
程
」）

案
ず
る
に
、
成
書
の
過
程
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
書
誌
情
報
で
あ
る
が
、
從
來
は
必
ず
し
も
明

確
に
な
っ
て
は
い
な
か
っ
た
。『
景
德
傳
燈
錄
』（
三
十
卷
）
が
も
と
は
道
原
が
編
纂
し
た
『
佛
祖
同
參
集
』（
二
十
卷
）
で

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
の
は
石
井
修
道
氏
で
、
楊
億
に
「
佛
祖
同
參
集
序
」（『
武
夷
新
集
』
卷
七
）
が
あ
り
、
こ
れ
と

「
刊
削
景
德
傳
燈
錄
序
」（
金
藏
本
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
首
。
石
井
氏
が
用
い
た
の
は
四
部
叢
刊
本
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
首
の
「
景

德
傳
燈
錄
序
」
で
あ
る
）
を
對
照
し
て
初
め
て
こ
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
⑴
。
成
書
と
上
進
の
時
期
は
本
書
中
に
「
皇
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宋
景
德
元
年
（
一
〇
〇
四
）
甲
辰
」（
卷
三
）
の
紀
年
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
從
來
は
こ
の
年
が
成
書
と
上
進
の
時
期
と
見

な
さ
れ
て
い
た
が
、
著
者
は
王
隨
「
傳
燈
玉
英
集
序
」
に
眞
宗
の
「
在
宥
之
九
年
」
に
「
編
成
『
傳
燈
錄
』
三
十
軸
，
詣
闕

進
焉
」
と
あ
り
、
か
つ
『
續
資
治
通
鑑
長
編
』
に
眞
宗
の
即
位
を
至
道
三
年
（
九
九
七
）
三
月
と
す
る
こ
と
か
ら
、
在
位
九

年
目
は
景
德
二
年
（
一
〇
〇
五
）
で
あ
り
（
こ
の
こ
と
は
椎
名
氏
が
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
⑵
）、
こ
の
年
を
『
佛
祖
同
參
集
』

の
成
書
と
上
進
の
時
期
と
決
定
し
た
。
さ
ら
に
從
來
よ
り
注
意
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
本
書
中
の
記
事
で
も
っ
と
も
新
し
い

の
は
卷
二
十
六
「
温
州
瑞
鹿
寺
本
先
禪
師
章
」
の
「
大
中
祥
符
二
年
（
一
〇
〇
九
）
二
月
」
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ
ろ
が
楊

億
等
の
刊
削
校
定
の
完
成
の
時
期
で
あ
る
。『
景
德
傳
燈
錄
』
と
い
う
書
名
は
こ
の
時
に
名
づ
け
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
（
た

だ
し
著
者
は
斷
定
し
て
い
な
い
）。
大
藏
經
へ
の
編
入
に
つ
い
て
は
、
楊
億
が
編
纂
に
關
わ
っ
た
『
大
中
祥
符
法
寶
錄
』
卷
二

十
に
『
景
德
傳
燈
錄
』
を
「
大
中
祥
符
四
年
（
一
〇
一
一
）
詔
編
入
藏
」
と
し
、
そ
の
内
容
を
記
錄
し
て
い
る
。『
大
中
祥

符
法
寶
錄
』
の
完
成
は
大
中
祥
符
八
年
（
一
〇
一
五
）
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
時
が
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
初
刻
と
い
う
こ
と
に

な
る
（
た
だ
し
著
者
は
開
寶
藏
の
修
訂
異
本
が
三
種
あ
る
う
ち
、「
熙
寧
（
一
〇
六
八
～
一
〇
七
七
）
本
に
初
め
て
入
藏
し
た
」
と

も
言
う
。
本
書
一
五
〇
頁
）。『
景
德
傳
燈
錄
』
が
一
般
に
讀
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
こ
の
時
以
後
で
あ
る
。『
大
中
祥
符

法
寶
錄
』
に
記
錄
す
る
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
構
成
は
本
文
三
十
卷
、
目
錄
三
卷
で
、
こ
れ
は
現
存
諸
本
の
う
ち
金
藏
廣
勝
寺

本
（『
中
華
大
藏
經
』
所
收
）
に
一
致
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
初
刻
本
の
す
が
た
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

『
佛
祖
同
參
集
』
か
ら
『
景
德
傳
燈
錄
』
へ
と
變
わ
っ
た
時
に
、
は
た
し
て
思
想
内
容
に
變
化
が
あ
っ
た
か
と
い
う
問
題

は
關
心
が
持
た
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
楊
億
ら
が
字
句
の
校
訂
を
行
な
っ
た
結
果
、
兩
書
の
間
に
思
想
的
變
化
が
起
こ
っ

た
か
に
つ
い
て
、
石
井
氏
は
單
に
『
佛
祖
同
參
集
』
と
い
う
書
名
か
ら
、
道
原
の
原
書
は
そ
の
屬
す
る
法
眼
宗
の
「
教
禪

一
致
」
を
宗
旨
と
し
て
い
た
の
を
、
楊
億
は
臨
濟
禪
の
影
響
を
受
け
て
「
教
外
別
傳
」
に
改
變
し
た
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
⑶
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し
た
が
、
著
者
は
こ
れ
を
否
定
し
て
い
る
。
著
者
は
ま
ず
、「
佛
祖
同
參
集
序
」
と
「
刊
削
景
德
傳
燈
錄
序
」
の
對
照
（
こ

れ
は
上
述
の
よ
う
に
石
井
氏
が
す
で
に
行
な
っ
て
い
る
）
か
ら
、
後
者
は
前
者
の
基
礎
の
上
に
刪
改
を
加
え
て
成
っ
た
も
の
ゆ

え
、
兩
者
の
思
想
に
變
化
が
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
つ
ぎ
に
楊
億
が
汝
州
刺
史
の
時
の
李
維
に
宛
て
た
書
簡
（『
天
聖
廣
燈

錄
』
卷
十
八
、『
景
德
傳
燈
錄
』
延
祐
本
附
錄
。
こ
れ
も
石
井
氏
が
檢
討
し
た
が
、
結
論
を
異
に
し
て
い
る
）
に
は
自
身
の
禪
學

閲
歷
を
、
ま
ず
法
眼
宗
に
禪
を
學
び
、
の
ち
臨
濟
宗
の
廣
慧
元
璉
に
參
じ
た
と
敍
べ
て
お
り
、
楊
億
が
汝
州
刺
史
に
赴
任
し

た
の
は
大
中
祥
符
七
年
（
一
〇
一
四
）
で
あ
り
、『
景
德
傳
燈
錄
』
入
藏
（
一
〇
一
一
年
）
の
の
ち
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
説
は

成
立
せ
ず
、『
景
德
傳
燈
錄
』
に
附
せ
ら
れ
た
注
も
主
と
し
て
法
眼
宗
の
人
の
拈
徴
代
別
で
あ
る
こ
と
（
こ
れ
も
石
井
氏
が
す

で
に
行
な
っ
て
い
る
）
も
傍
證
と
な
る
と
し
た
（
本
書
一
一
三
頁
）。

案
ず
る
に
、『
佛
祖
同
參
集
』
か
ら
『
景
德
傳
燈
錄
』
へ
の
思
想
的
變
化
が
あ
る
か
否
か
は
、『
佛
祖
同
參
集
』
と
『
景

德
傳
燈
錄
』
を
比
較
し
て
初
め
て
證
明
で
き
る
こ
と
で
あ
っ
て
、『
佛
祖
同
參
集
』
が
傳
わ
ら
な
い
以
上
、
比
較
の
し
よ
う

が
な
く
、
變
化
を
認
め
る
説
は
臆
測
に
す
ぎ
な
い
。
も
と
も
と
『
佛
祖
同
參
集
』
と
い
う
書
名
は
、「
佛
祖
と
同
參
す
る
」、

す
な
わ
ち
修
行
者
が
佛
祖
と
と
も
に
修
行
す
る
と
い
う
意
味
、
つ
ま
り
は
佛
祖
と
し
て
行
脚
修
行
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
の
語
は
玄
沙
師
備
の
上
堂
語
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
。

你
諸
人
還
識
得
行
脚
事
也
未
？
我
如
今
直
向
你
道
：
十
方
諸
佛
與
我
，
同
參
同
行
脚
爲
道
伴
。
日
夜
未
曾
不
是
。
還
會

麼
？
若
會
，
如
今
便
會
取
。
若
不
會
，
又
作
麼
生
説
道
不
會
？ 

莫
只
與
麼
説
葛
藤
去
！
（『
玄
沙
廣
錄
』
卷
上
）

諸
君
は
行
脚
の
意
義
が
わ
か
っ
て
い
る
か
？ 

わ
た
し
は
今
、
諸
君
に
は
っ
き
り
と
言
っ
て
や
ろ
う
。
十
方
の
諸
佛
が



197

禅文化研究所紀要 第35号（令和3年5月）

た
が
わ
た
し
と
同
參
、
同
行
脚
す
る
修
行
仲
間
で
、
日
夜
一
時
も
離
れ
ぬ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
わ
か
る
か
？ 

も
し

わ
か
る
な
ら
、
今
た
だ
ち
に
了
解
せ
よ
。
も
し
わ
か
ら
ぬ
な
ら
、
そ
の
わ
か
ら
ぬ
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
言
う
の
か
？ 

た
だ
議
論
ば
か
り
し
て
い
て
は
い
け
な
い
。

し
た
が
っ
て
、
の
ち
の
法
眼
宗
の
「
教
禪
一
致
」
を
指
す
も
の
で
は
な
い
。

『
佛
祖
同
參
集
』
と
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
比
較
は
で
き
な
い
が
、『
佛
祖
同
參
集
』、『
景
德
傳
燈
錄
』
と
『
祖
堂
集
』
は

と
も
に
唐
末
五
代
の
同
時
代
資
料
に
も
と
づ
い
て
編
纂
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
か
ら
、『
景
德
傳
燈
錄
』（
開
寶
藏
本
に
近
い

金
藏
本
）
と
『
祖
堂
集
』
が
收
錄
す
る
同
一
の
對
話
を
丹
念
に
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
差
異
を
見
出
し
、『
景
德
傳

燈
錄
』
の
特
徴
を
導
き
出
せ
る
可
能
性
は
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
博
士
論
文
を
も
う
一
本
書
く
ほ
ど
の
テ
ー
マ
で
あ
る
。

著
者
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
と
『
祖
堂
集
』
の
關
係
を
、
繼
承
關
係
な
し
と
い
う
從
來
の
意
見
（『
景
德
傳
燈
錄
』
は
『
祖
堂

集
』
を
參
考
に
し
て
い
な
い
）
⑷
に
對
し
て
判
斷
を
保
留
し
（「
頗
不
易
論
」）、『
祖
堂
集
』
と
『
景
德
傳
燈
錄
』
中
に
同
配
列

の
問
答
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
共
通
の
資
料
は
南
嶽
惟
勁
の
『
續
寶
林
傳
』
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
（
本
書
一
三
四
頁

注
）。
こ
の
點
は
石
井
氏
も
同
じ
で
、
柳
田
聖
山
先
生
以
來
の
推
測
で
あ
る
が
、
傳
存
し
な
い
本
を
引
き
合
い
に
出
し
て
論

點
を
は
ぐ
ら
か
す
以
前
に
、
ま
ず
兩
者
の
比
較
を
す
べ
き
で
あ
る
。

二
．『
景
德
傳
燈
錄
』
版
本
の
系
譜

宋
代
の
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
刊
本
は
單
刻
本
と
藏
經
本
の
二
系
統
が
あ
り
、
前
者
に
は
三
種
（
十
五
行
本
と
十
三
行
本
お

よ
び
十
一
行
本
）、
後
者
に
は
二
種
（
福
州
東
禪
寺
崇
寧
藏
版
、
元
豐
三
～
五
年
［
一
〇
八
〇
～
一
〇
八
二
］
と
福
州
開
元
寺
毗

盧
藏
版
、
政
和
二
年
［
一
一
一
二
］
～
紹
興
二
十
一
年
［
一
一
五
一
］）
が
あ
る
。
た
だ
し
開
元
寺
版
は
東
禪
寺
版
の
翻
刻
で
あ
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る
。
元
代
の
刊
刻
に
は
單
刻
本
三
種
と
藏
經
本
二
種
が
あ
る
が
、
前
者
の
延
祐
三
年
（
一
三
一
六
）
希
渭
刻
本
が
優
れ
た
校

訂
本
と
し
て
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
に
も
收
錄
さ
れ
、
影
響
が
大
き
い
。
明
清
時
代
に
は
二
種
の
單
刻
本
、
六
種
の
藏
經
本

が
刊
行
さ
れ
た
が
、
い
ず
れ
も
宋
版
を
繼
承
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
版
本
の
源
流
は
著
者
に
よ
れ
ば
四
項
に
總
括

さ
れ
る
。
一
．
開
寶
藏
の
系
統
。
金
藏
本
、
南
宋
單
刻
本
（
四
部
叢
刊
本
第
三
編
所
收
本
の
二
種
）
を
代
表
と
し
、
こ
れ
ら

が
道
原
・
楊
億
の
原
本
に
も
っ
と
も
近
い
。
二
．
福
州
東
禪
寺
版
（
崇
寧
藏
）
の
系
統
。
南
宋
か
ら
元
初
に
か
け
て
刊
刻
さ

れ
た
磧
砂
藏
、
明
の
南
北
藏
、
清
の
龍
藏
、
民
國
の
普
寧
藏
な
ど
す
べ
て
こ
の
系
統
に
屬
す
る
。
そ
の
特
徴
は
開
寶
藏
の

字
句
・
章
節
に
對
し
て
、
臨
濟
宗
の
資
料
と
り
わ
け
『
天
聖
廣
燈
錄
』
に
も
と
づ
く
改
變
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

三
．
元
延
祐
本
の
系
統
。
開
寶
藏
系
を
底
本
と
し
て
校
改
を
施
し
、
注
記
に
よ
っ
て
東
禪
寺
版
と
の
異
同
を
記
し
、
冒
頭
に

「
西
來
年
表
」
を
附
す
。
四
．
こ
の
他
に
高
麗
刻
本
（
高
麗
恭
愍
王
二
十
二
年
［
一
三
七
三
］）
が
あ
り
、
開
寶
藏
系
を
底
本

と
す
る
が
、『
五
燈
會
元
』
に
よ
っ
て
増
補
改
變
し
た
と
こ
ろ
が
多
い
。
以
上
の
諸
本
の
定
位
を
本
書
二
七
五
頁
に
源
流
圖

を
掲
げ
て
い
る
（
第
三
章
「『
景
德
傳
燈
錄
』
の
刊
行
と
版
本
の
源
流
」）。

案
ず
る
に
、
成
書
の
過
程
が
明
ら
か
に
な
っ
た
あ
と
は
、『
景
德
傳
燈
錄
』
の
現
存
諸
本
を
精
査
し
て
そ
の
系
譜
を
作
成

し
、
現
時
點
で
閲
讀
に
利
用
で
き
る
も
っ
と
も
よ
い
テ
ク
ス
ト
を
定
め
る
こ
と
で
あ
る
。
著
者
の
總
括
し
た
『
景
德
傳
燈

錄
』
版
本
の
四
系
統
は
鈴
木
哲
雄
・
椎
名
宏
雄
氏
の
提
示
し
た
三
系
統
⑸
に
高
麗
本
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
金
藏
本
は
初

刻
本
（
開
寶
藏
）
に
も
っ
と
も
近
い
と
推
定
さ
れ
る
が
、
缺
卷
（
卷
四
、
卷
十
一
、
卷
十
四
、
卷
二
十
一
、
卷
二
十
三
、
卷
二

十
六
）
が
あ
り
、
四
部
叢
刊
本
（
第
三
編
子
部
に
收
錄
す
る
鐵
琴
銅
劍
樓
藏
本
）
は
三
十
卷
で
あ
る
が
、
宋
元
版
五
種
の
複
雑

な
合
綴
本
で
あ
り
、
そ
の
結
果
重
複
・
缺
紙
さ
え
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
宋
版
二
種
は
、
從
來
の
研
究
で
は
北
宋
刊
本
（
一
種

は
北
宋
嘉
祐
年
間
、
も
う
一
種
は
治
平
年
間
以
後
）
と
見
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
刻
工
が
静
嘉
堂
文
庫
藏
『
新
唐
書
』
の
刻
工
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と
共
通
し
、
南
宋
初
の
良
工
で
あ
る
と
す
る
尾
崎
康
論
文
⑹
に
從
っ
て
、
著
者
も
南
宋
初
と
推
定
し
た
。
た
だ
し
、
椎
名
宏

雄
氏
は
の
ち
の
論
文
で
す
で
に
尾
崎
論
文
に
基
い
て
訂
正
し
て
い
る
⑺
。
著
者
は
こ
の
こ
と
を
知
ら
ず
、
鈴
木
・
椎
名
氏
の

舊
説
を
何
度
も
引
用
し
批
判
し
て
い
る
（
本
書
一
八
〇
～
一
八
六
頁
）
の
は
、
中
國
の
讀
者
に
誤
解
を
與
え
る
も
の
で
あ
る
。

あ
と
の
三
種
は
元
延
祐
三
年
版
に
據
る
補
寫
お
よ
び
「
西
來
年
表
」、
元
至
正
二
十
五
年
刊
本
で
あ
る
（
た
だ
し
こ
の
四
部
叢

刊
影
印
本
の
底
本
［
中
國
國
家
圖
書
館
藏
鐵
琴
銅
劍
樓
藏
本
］
の
テ
ク
ス
ト
の
實
地
調
査
は
い
ま
だ
行
な
わ
れ
て
い
な
い
よ
う
で

あ
る
）。

著
者
は
『
景
德
傳
燈
錄
』
宋
版
單
刻
本
を
ま
ず
十
五
行
本
と
十
三
行
本
に
分
け
、
前
者
十
五
行
本
は
中
國
國
家
圖
書
館

藏
丁
氏
八
千
卷
樓
舊
藏
本
（
存
十
四
卷
）、
中
國
國
家
圖
書
館
藏
瞿
氏
鐵
琴
銅
劍
樓
舊
藏
本
（
存
三
卷
、
四
部
叢
刊
影
印
本
中

の
一
種
）、
北
京
大
學
圖
書
館
藏
李
盛
鐸
木
樨
軒
藏
本
（
存
三
卷
）、
上
海
圖
書
館
藏
本
（
存
一
卷
）、
ア
メ
リ
カ
國
會
圖
書
館

藏
本
（
存
一
卷
）、
後
者
十
三
行
本
は
鐵
琴
銅
劍
樓
舊
藏
本
（
存
二
十
四
卷
餘
、
四
部
叢
刊
影
印
本
中
の
別
の
一
種
）
を
著
錄

し
て
い
る
。
さ
ら
に
宋
刻
十
一
行
本
（
存
二
十
七
卷
、
李
盛
鐸
舊
藏
、
中
國
國
家
圖
書
館
藏
）
が
あ
り
、
こ
れ
は
南
宋
初
年
の

刊
本
で
、
内
容
は
東
禪
寺
版
と
同
じ
と
い
う
。
以
上
は
目
下
も
っ
と
も
廣
範
圍
に
及
ぶ
記
述
で
あ
る
。

宋
代
の
藏
經
本
に
は
福
州
東
禪
寺
版
と
開
元
寺
版
が
あ
る
が
、
後
者
は
前
者
の
翻
刻
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
宋
版
の

『
景
德
傳
燈
錄
』
の
完
本
を
求
め
る
な
ら
ば
福
州
東
禪
寺
版
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
東
禪
寺
版
（
北
宋
版
）
は
四
部
叢
刊
本

所
收
の
二
種
の
宋
版
（
南
宋
版
）
に
比
べ
刊
行
年
代
は
早
い
が
、
内
容
に
増
補
改
變
の
あ
る
新
し
い
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。
東

禪
寺
版
が
金
藏
本
、
四
部
叢
刊
本
に
比
べ
て
改
變
の
多
い
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
た
が
、
著
者
の
研
究
に
よ
っ
て
そ
の
多
く

が
『
天
聖
廣
燈
錄
』（
景
祐
三
年
〈
一
〇
三
六
〉）
に
も
と
づ
く
、
臨
濟
宗
系
統
の
資
料
に
よ
る
改
變
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
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に
な
っ
た
。
著
者
は
第
三
章
「『
景
德
傳
燈
錄
』
の
刊
行
と
版
本
の
源
流
」
の
第
三
節
「『
景
德
傳
燈
錄
』
版
本
源
流
考
」
に

お
い
て
、
字
句
の
改
變
の
對
照
表
を
圖
表
二
〇
（
一
九
〇
～
二
〇
〇
頁
）
に
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
東
禪
寺
版
は
誤

字
を
訂
正
し
、
も
と
の
文
章
を
讀
み
や
す
く
通
俗
化
し
た
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
、
さ
ら
に
章
節
の
大
幅
な
改
變
が
あ
り
、
南

嶽
下
（
南
嶽
懷
讓
、
百
丈
懷
海
）、
お
よ
び
臨
濟
下
（
臨
濟
義
玄
、
風
穴
延
沼
等
）
の
章
が
甚
だ
し
く
、
そ
の
對
照
表
を
圖
表

二
一
（
二
〇
一
～
二
二
一
頁
）
に
具
體
的
に
示
し
、
こ
の
改
變
が
『
天
聖
廣
燈
錄
』
に
も
と
づ
き
、
編
纂
者
李
遵
勗
と
同
じ

く
首
山
省
念
の
法
孫
に
あ
た
る
福
州
聖
泉
寺
紹
登
に
よ
る
こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
東
禪
寺
版
『
景
德
傳
燈

錄
』
の
臨
濟
宗
寄
り
の
性
格
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
禪
文
化
研
究
所
『
景
德
傳
燈
錄
』
研
究
班
は
東
禪
寺
版
（
東

寺
藏
）
を
「
廣
く
流
通
し
よ
く
讀
ま
れ
た
テ
ク
ス
ト
」
と
認
め
て
訓
注
の
底
本
と
定
め
、『
景
德
傳
燈
錄 

三
』（
卷
七
～
卷

九
、
一
九
九
三
）、『
景
德
傳
燈
錄 

四
』（
卷
十
～
卷
十
二
、
一
九
九
七
）、『
景
德
傳
燈
錄 

五
』（
卷
十
三
～
卷
十
五
、
二
〇
一

三
）
を
刊
行
し
、
現
在
も
活
動
を
繼
續
中
で
あ
る
が
、
著
者
の
研
究
は
わ
れ
わ
れ
の
東
禪
寺
版
に
對
す
る
認
識
を
よ
り
明
確

に
し
て
く
れ
た
。

附
帶
し
て
言
え
ば
、
著
者
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
南
嶽
懷
讓
か
ら
臨
濟
下
の
風
穴
延
沼
ま
で
の
章
に
お
い
て
、
東
禪
寺

版
が
『
天
聖
廣
燈
錄
』
に
據
っ
て
開
寶
藏
本
（
金
藏
本
を
代
表
と
す
る
）
を
改
變
し
た
と
は
言
っ
て
も
、
具
體
的
に
見
れ
ば

そ
れ
な
り
の
取
捨
が
あ
る
。
東
禪
寺
版
は
基
本
的
に
は
開
寶
藏
本
を
繼
承
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
部
分
的
に
、
た
だ
し

重
要
な
と
こ
ろ
で
『
天
聖
廣
燈
錄
』
本
文
を
採
用
し
て
い
る
と
言
っ
た
ほ
う
が
適
切
で
あ
ろ
う
。『
天
聖
廣
燈
錄
』
は
『
景

德
傳
燈
錄
』
よ
り
の
ち
に
編
纂
さ
れ
た
燈
史
で
あ
る
か
ら
、
東
禪
寺
版
が
開
寶
藏
本
を
改
變
し
た
章
節
に
對
應
す
る
『
天
聖

廣
燈
錄
』
本
文
が
な
い
場
合
も
多
く
、
そ
の
場
合
の
東
禪
寺
版
の
改
變
が
何
の
資
料
に
も
と
づ
く
の
か
は
い
ま
だ
明
ら
か
に

な
っ
て
は
い
な
い
。
こ
れ
は
一
則
ご
と
の
閲
讀
研
究
に
よ
っ
て
解
明
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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ま
た
、
著
者
が
利
用
し
た
『
天
聖
廣
燈
錄
』
は
續
藏
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
福
州
開
元
寺
版
（
紹
興
十
八
年
［
一
一
四
八
］

刊
刻
）
に
據
っ
て
排
印
し
た
も
の
で
、
こ
れ
と
『
中
華
大
藏
經
』
所
收
の
金
藏
本
（
天
眷
二
年
［
一
一
三
九
］
～
大
定
十
三
年

［
一
一
七
三
］
刊
刻
）
を
比
べ
る
と
、
兩
者
の
間
に
は
か
な
り
多
く
の
異
同
が
見
ら
れ
る
。
わ
た
し
は
『
臨
濟
錄
』
の
テ
ク

ス
ト
校
訂
に
さ
い
し
て
、『
四
家
錄
』
を
收
錄
す
る
『
天
聖
廣
燈
錄
』
卷
八
、
九
、
十
の
開
元
寺
版
と
金
藏
本
を
對
校
し
て

み
た
こ
と
が
あ
る
が
、
金
藏
本
（
開
寶
藏
本
）
は
誤
脱
の
多
い
粗
劣
テ
ク
ス
ト
で
あ
り
、
開
元
寺
版
は
校
訂
の
ゆ
き
と
ど
い

た
優
良
テ
ク
ス
ト
で
あ
っ
た
⑻
。
紹
登
が
『
景
德
傳
燈
錄
』
を
修
訂
す
る
の
に
用
い
た
『
天
聖
廣
燈
錄
』
は
言
う
ま
で
も
な

く
福
州
の
開
元
寺
版
で
あ
る
。

寫
本
は
カ
ラ
ホ
ト
（
黑
水
城
）
出
土
寫
本
（
存
卷
十
一
殘
卷
）
を
紹
介
し
、
本
文
は
四
部
叢
刊
所
收
十
五
行
本
と
等
し
く
、

開
寶
藏
系
の
古
い
テ
ク
ス
ト
と
認
め
て
い
る
（
一
八
六
頁
）。
ま
た
日
本
に
遺
存
す
る
宗
峰
妙
超
（
大
燈
國
師
、
一
二
八
二
～

一
三
三
七
）
書
寫
『
景
德
傳
燈
錄
』
三
十
卷
（
影
印
本
が
あ
る
）
は
い
ま
だ
廣
く
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
著
者
も
取
り
上
げ
て

い
な
い
が
、
今
後
の
調
査
が
待
た
れ
る
。

な
お
、
西
口
芳
男
氏
が
禪
文
化
研
究
所
刊
基
本
典
籍
叢
刊
東
禪
寺
版
『
景
德
傳
燈
錄
』
に
附
し
た
解
題
は
、
東
禪
寺
版

の
特
色
を
敍
べ
、
現
存
諸
本
と
一
九
八
〇
年
代
ま
で
の
研
究
成
果
を
整
理
し
て
お
り
、
著
者
は
こ
れ
を
利
用
し
て
い
な
い
が

參
照
さ
る
べ
き
で
あ
る
⑼
。
ま
た
西
口
氏
が
か
つ
て
指
摘
し
た
よ
う
に
現
在
わ
れ
わ
れ
が
利
用
す
る
の
に
も
っ
と
も
便
利
な

テ
ク
ス
ト
は
民
國
八
年
（
一
九
一
九
）
に
鉛
字
排
印
さ
れ
た
普
寧
藏
本
で
、
こ
れ
は
常
州
天
寧
寺
本
（
東
禪
寺
版
系
）
を
底

本
と
し
て
、
四
部
叢
刊
本
、
磧
砂
藏
本
、『
傳
燈
玉
英
集
』、
元
延
祐
本
、
明
嘉
興
藏
本
、
清
龍
藏
本
等
を
校
本
と
し
、
底
本

に
な
い
楊
億
の
序
、
希
渭
の
重
刻
狀
、
序
跋
、「
西
來
年
表
」
等
を
補
入
し
、
ゆ
き
と
ど
い
た
注
記
が
あ
り
、
句
讀
も
ほ
ぼ

正
確
で
あ
る
（
臺
灣
眞
善
美
出
版
社
、
新
文
豐
出
版
公
司
影
印
本
が
通
行
し
て
い
る
）。
す
な
わ
ち
、
將
來
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
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校
訂
本
を
作
成
す
る
時
は
こ
れ
を
底
本
と
す
べ
き
で
あ
る
⑽
。

こ
の
「『
景
德
傳
燈
錄
』
の
版
本
の
系
譜
」
の
章
が
本
書
の
も
っ
と
も
重
要
な
成
果
で
あ
り
、『
景
德
傳
燈
錄
』
の
研
究

に
對
す
る
貢
獻
は
大
き
い
。
思
う
に
中
國
で
こ
の
種
の
研
究
を
す
る
こ
と
は
、
實
は
た
い
へ
ん
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
中
國

の
圖
書
館
は
書
物
を
保
存
し
後
世
に
傳
え
て
ゆ
く
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
の
で
、
貴
重
書
の
閲
覽
は
容
易
な
こ
と
で
は
な

く
、
覆
寫
は
基
本
的
に
許
さ
れ
な
い
。
版
本
の
研
究
は
全
體
を
仔
細
に
檢
討
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
著
者
の
研
究
は
時
間

も
苦
勞
も
想
像
以
上
に
要
し
た
で
あ
ろ
う
。
現
在
で
は
ネ
ッ
ト
上
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
れ
に
據
る
だ
け
で
は

正
確
を
期
し
難
い
。
本
書
の
記
述
に
も
そ
の
制
約
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
日
本
の
研
究
書
や
論
文
を
參
照
す

る
必
要
が
あ
る
か
ら
、
論
著
資
料
を
入
手
し
、
日
本
語
文
獻
を
十
全
に
讀
解
し
た
點
で
も
、
わ
た
し
は
著
者
の
努
力
と
研
鑽

を
讚
え
た
い
。

三
．『
景
德
傳
燈
錄
』
の
注

『
景
德
傳
燈
錄
』
に
附
さ
れ
た
注
は
、
道
原
・
楊
億
の
原
注
と
後
世
の
附
注
に
分
け
ら
れ
る
。
原
注
は
初
刻
本
に
近
い
金

藏
本
（
存
二
十
四
卷
）
に
よ
っ
て
見
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
内
容
は
音
義
、
史
料
の
來
源
、
徴
拈
代
別
の
著
語
に
わ
た
っ
て

い
る
が
、
徴
拈
代
別
の
著
語
こ
そ
が
道
原
・
楊
億
の
時
代
の
禪
の
古
則
に
對
す
る
受
け
と
め
か
た
、
す
な
わ
ち
當
時
の
禪
の

思
想
を
知
る
手
が
か
り
と
な
り
、
さ
ら
に
宋
代
の
文
字
禪
、
公
案
禪
へ
と
導
く
重
要
な
關
節
で
も
あ
る
。
こ
の
著
語
は
主
と

し
て
道
原
の
屬
す
る
法
眼
系
の
人
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
て
い
る
。
後
世
の
附
注
は
元
延
祐
本
に
大
量
に
現
わ
れ
、
校
勘
と
考

證
（
時
間
、
名
物
、
事
跡
等
）
に
關
す
る
注
が
多
い
（
第
四
章
「『
景
德
傳
燈
錄
』
の
注
」）。
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案
ず
る
に
、『
景
德
傳
燈
錄
』
の
注
は
本
文
を
理
解
す
る
の
に
役
に
立
つ
重
要
な
組
成
部
分
で
あ
る
か
ら
、
著
者
も
こ
の

注
の
問
題
を
重
視
し
て
一
章
を
そ
の
考
證
に
充
て
た
。
特
に
徴
拈
代
別
の
著
語
に
對
し
て
著
者
自
身
の
案
語
を
附
し
、
そ
の

意
味
を
吟
味
し
て
い
る
の
は
、『
景
德
傳
燈
錄
』
の
内
容
、
す
な
わ
ち
禪
の
語
錄
の
讀
解
に
踏
み
込
ん
だ
本
書
の
特
徴
で
あ

る
。
徴
は
徴
問
、
拈
は
拈
古
、
代
は
代
語
、
別
は
別
語
で
、『
景
德
傳
燈
錄
』
の
古
則
に
つ
い
て
道
原
・
楊
億
が
注
を
附
し
、

そ
の
禪
的
な
意
圖
を
問
い
、
あ
る
い
は
古
則
に
批
評
を
加
え
、
古
則
の
當
事
者
の
無
對
無
語
に
代
っ
て
答
語
し
、
あ
る
い
は

別
に
回
答
を
出
す
も
の
で
あ
る
。
道
原
・
楊
億
の
原
注
は
、
前
代
お
よ
び
同
時
代
の
主
と
し
て
法
眼
系
の
禪
僧
の
著
語
を
引

い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
古
則
に
對
す
る
當
時
の
受
容
の
あ
り
か
た
（
上
堂
、
小
參
、
勘
辨
の
さ
い
に
引
用
し
て
論
ず

る
）
を
示
し
て
い
る
。
た
だ
著
者
は
「
道
原
は
『
傳
燈
錄
』
が
成
っ
た
あ
と
、
當
時
流
行
し
て
い
た
拈
頌
代
別
作
品
を
注
の

形
式
で
正
文
の
中
に
分
散
さ
せ
た
」（
二
九
三
頁
）
と
推
測
し
て
い
る
が
、
著
語
が
附
せ
ら
れ
た
古
則
を
本
文
に
採
錄
し
た

と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

徴
拈
代
別
は
古
則
に
對
す
る
問
題
提
起
で
あ
る
が
、
著
者
は
著
語
を
引
用
し
、
そ
の
問
題
提
起
に
案
語
を
附
し
て
こ
れ

に
答
え
、
解
釋
を
施
す
條
が
十
七
あ
り
、
以
下
に
そ
の
い
く
つ
か
を
檢
討
し
て
み
よ
う
。

（
一
）
徴
、
拈
五
．
卷
十
一
婺
州
金
華
山
俱
胝
和
尚
章

師
將
順
世
，
謂
衆
曰
：
「
吾
得
天
龍
一
指
頭
禪
，
一
生
用
不
盡
。」
言
訖
示
滅
。

玄
沙
云
：
「
我
當
時
若
見
，
抝
折
指
頭
。」

玄
覺
云
：
「
且
道
，
玄
沙
恁
麼
道
，
意
作
麼
生
？
」
雲
居
錫
云
：
「
只
如
玄
沙
恁
麼
道
，
肯
伊
不
肯
伊
？ 

若
肯
，

何
言
抝
折
指
頭
？ 

若
不
肯
，
俱
胝
過
在
什
麼
處
？
」（
二
八
六
頁
）
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著
者
は
こ
の
「
天
龍
一
指
頭
禪
」
を
解
釋
し
て
「
佛
法
は
い
わ
ゆ
る
一
即
一
切
、
一
切
即
一
で
あ
る
か
ら
、
一
指
は
萬
物
を

包
攝
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
一
指
頭
禪
は
容
易
に
一
物
、
一
機
、
一
境
を
佛
性
だ
と
誤
解
さ
せ
て
し
ま
い
や
す
い
。

ゆ
え
に
玄
沙
は
『
も
し
お
れ
が
そ
の
場
に
い
た
ら
、
そ
の
指
を
へ
し
折
っ
て
や
る
』
と
言
っ
た
の
で
あ
る
」
と
言
う
。

案
ず
る
に
、
天
龍
和
尚
は
大
梅
法
常
の
弟
子
で
、
馬
祖
系
の
禪
僧
で
あ
る
。「
一
指
を
竪
て
る
」
の
は
、
馬
祖
の
「
性
在

作
用
」
を
示
す
一
連
の
動
作
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、「
一
即
一
切
」
と
い
う
教
理
と
は
無
關
係
で
あ
る
。
上
引
の
著
語
の
あ
と

に
、
先
曹
山
（
本
寂
）
が
「
俱
胝
承
當
處
鹵
莾
，
只
認
得
一
機
一
境
。」
と
言
う
よ
う
に
、
中
唐
の
馬
祖
の
二
世
代
あ
と
、

晩
唐
時
代
に
な
る
と
、
馬
祖
禪
の
「
性
在
作
用
」、「
見
色
見
性
」
と
い
う
接
化
が
形
骸
化
し
て
、
表
面
的
な
模
倣
者
が
續
出

し
、
こ
れ
に
對
す
る
批
判
・
反
省
が
起
こ
っ
た
。
玄
沙
師
備
が
「
お
れ
な
ら
、
俱
胝
の
指
を
へ
し
折
っ
て
や
る
」
と
言
い
、

玄
覺
行
言
、
雲
居
清
錫
は
そ
の
意
圖
を
問
う
て
い
る
だ
け
だ
が
、
曹
山
本
寂
は
、「
俱
胝
の
承
當
處
（「
性
在
作
用
」
説
の
受

け
と
め
か
た
）
は
淺
は
か
で
、
天
龍
の
模
倣
に
す
ぎ
な
い
」
と
言
う
の
は
、
同
じ
く
俱
胝
和
尚
の
開
悟
も
接
化
も
馬
祖
禪
を

單
純
化
し
た
、
本
物
で
は
な
い
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
二
）
代
語
一
．
卷
七
池
州
魯
祖
山
寶
雲
禪
師
章

僧
問
：
「
如
何
是
言
不
言
？
」
師
云
：
「
汝
口
在
什
麼
處
？
」
僧
云
：
「
無
口
。」
師
云
：
「
將
什
麼
喫
飯
？
」
僧
無

對
。

洞
山
代
云
：
「
他
不
飢
，
喫
什
麼
飯
！
」（
二
八
八
頁
）

著
者
は
解
釋
し
て
言
う
、「『
不
言
の
言
』
と
は
實
際
に
は
言
う
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
僧
の
問
い
は
師
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家
の
『
鎖
口
の
問
い
』
を
試
す
も
の
だ
。
魯
祖
は
正
面
か
ら
答
え
ず
、『
君
は
口
が
あ
る
の
に
、
な
ぜ
自
分
で
答
え
ず
、
人

に
問
う
の
か
？
』
と
反
問
し
た
。
僧
は
自
分
に
口
が
あ
る
と
認
め
た
ら
、
自
分
が
持
ち
出
し
た
答
え
ら
れ
な
い
難
問
に
答
え

ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、『
口
は
な
い
』
と
言
っ
た
。
魯
祖
は
『
口
が
な
い
な
ら
、
何
で
飯
を
喰
っ
て
い
る
の
か
？
』
と
た
た
み

か
け
る
と
、
僧
は
何
も
言
え
な
か
っ
た
。
洞
山
は
そ
こ
に
代
語
し
て
、『
か
れ
は
腹
が
へ
っ
て
い
な
い
か
ら
、
飯
な
ど
喰
わ

ぬ
』
と
言
っ
た
。
こ
の
語
は
雙
關
語
で
、『
何
で
飯
を
喰
う
の
か
』
に
答
え
た
と
同
時
に
、『
法
身
は
不
變
不
動
ゆ
え
、
本
來

飯
な
ど
喰
う
必
要
が
な
い
』
と
い
う
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
。」

案
ず
る
に
、
こ
の
一
則
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。「
言
い
て
言
わ
ざ
る
」
と
は
、『
金
剛
經
』
に
「
法
を
説

く
と
は
、
法
の
説
く
べ
き
無
き
、
是
れ
を
法
を
説
く
と
名
づ
く
」、
ま
た
『
注
維
摩
經
』
に
「
其
れ
説
く
所
無
き
故
に
、
終

日
説
い
て
未
だ
嘗
て
説
か
ず
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、「
説
く
べ
き
法
と
い
う
も
の
は
な
い
」
こ
と
を
言
う
の
で
あ
る
。
僧

は
「
わ
た
し
に
そ
の
よ
う
に
法
身
と
し
て
法
を
説
い
て
く
れ
」
と
要
求
し
た
。
魯
祖
は
そ
の
こ
と
を
承
知
の
う
え
で
、
こ
れ

に
對
し
て
わ
ざ
と
現
實
に
引
き
戻
し
、「
き
み
の
口
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
？
」
と
問
う
た
。
僧
は
法
身
の
こ
と
を
問
わ
れ
た

と
思
い
、「（
法
身
に
は
）
口
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
え
た
た
め
、「
口
が
な
い
な
ら
、
き
み
は
普
段
何
で
飯
を
喰
っ
て
い
る

の
か
！
」
と
言
わ
れ
、
答
え
に
窮
し
た
。
洞
山
は
こ
う
答
え
る
べ
き
だ
と
、
僧
に
代
っ
て
言
っ
た
、「
そ
れ
は
飢
え
る
こ
と

が
な
い
。
飯
な
ど
喰
う
必
要
が
な
い
」。
こ
の
答
え
は
、
法
身
の
理
解
と
し
て
正
し
い
が
、
言
外
に
そ
の
僧
を
皮
肉
っ
て
、

「
か
れ
は
法
身
の
觀
念
で
腹
い
っ
ぱ
い
な
の
で
、
飯
な
ど
喰
う
必
要
は
な
い
の
だ
」
と
い
う
含
み
が
あ
る
。
發
心
出
家
し
、

禪
僧
と
な
っ
て
師
友
を
訪
ね
行
脚
し
、
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
法
身
を
體
認
し
、
法
身
と
し
て
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。
教
理
と

し
て
の
「
悉
有
佛
性
」、「
法
身
と
肉
身
の
不
即
不
離
」
は
承
知
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
が
、
や
は
り
深
刻
な
體
驗
を
經
な
け

れ
ば
、
觀
念
的
に
な
り
や
す
く
、
こ
の
僧
は
こ
の
點
で
不
徹
底
を
露
呈
し
た
。
洞
山
は
法
身
の
問
題
に
つ
い
て
「
吾
常
に
此
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に
於
い
て
切
な
り
」
と
言
っ
て
い
る
。

（
三
）
別
語
五
．
卷
二
十
六
廬
山
大
林
寺
僧
遁
禪
師
章

有
僧
擧
：
「
僧
問
玄
沙
和
尚
：
『
向
上
宗
乘
，
此
間
如
何
言
論
？
』
玄
沙
云
：
『
少
人
聽
。』
今
問
師
，
不
知
玄
沙

意
旨
如
何
？
」
師
曰
：
「
待
汝
移
却
石
耳
峰
，
我
即
向
汝
道
。」　

歸
宗
柔
別
云
：
「
且
低
聲
。」（
二
九
二
頁
）

著
者
は
本
則
を
解
釋
し
て
言
う
、「
禪
の
眞
義
と
い
う
も
の
は
言
葉
で
傳
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ゆ
え
に
、『
口
を
開

け
ば
誤
る
』、『
禍
は
口
か
ら
出
る
』
と
言
わ
れ
る
。
修
行
者
が
持
ち
出
す
禪
の
本
義
に
關
す
る
問
い
に
、
禪
師
は
い
つ
も
さ

ま
ざ
ま
な
や
り
方
で
答
え
を
拒
絶
す
る
。
香
嚴
が
樹
に
上
っ
て
口
で
枝
を
銜
え
る
話
、
馬
祖
が
一
口
で
西
江
水
を
吸
い
盡

く
し
た
ら
と
い
う
話
は
、
み
な
こ
う
い
う
終
極
問
題
に
答
え
た
く
な
い
口
實
で
あ
る
。
こ
の
公
案
に
お
い
て
、
僧
遁
禪
師

が
『
き
み
が
石
耳
峰
を
移
し
た
ら
、
言
っ
て
や
ろ
う
』
と
言
っ
た
の
も
、
石
耳
峰
を
移
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
、
向
上

の
宗
乘
は
言
う
こ
と
は
で
き
ぬ
と
の
意
で
あ
る
。
こ
の
答
え
は
馬
祖
の
『
一
口
で
西
江
水
を
吸
い
盡
く
し
た
ら
言
っ
て
や
ろ

う
』
と
同
じ
で
あ
る
か
ら
、
歸
宗
義
柔
は
僧
遁
禪
師
の
語
が
馬
祖
の
窠
臼
を
出
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
い
答
え
で
は
な
い
と

見
て
、
別
語
し
て
『
且
ら
く
低
聲
せ
よ
』
と
言
っ
た
の
だ
」。

案
ず
る
に
、「
禪
の
眞
義
と
い
う
も
の
は
言
葉
で
傳
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
著
者
は
考
え
て

い
な
い
よ
う
だ
。「
向
上
の
宗
乘
」
と
は
、
い
に
し
え
の
佛
陀
よ
り
傳
え
ら
れ
て
き
た
教
え
の
核
心
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、

そ
れ
は
禪
宗
が
相
承
し
て
き
た
佛
教
の
根
本
義
で
も
あ
る
。
僧
は
玄
沙
に
「
こ
こ
（
福
州
玄
沙
院
）
で
は
、
こ
の
こ
と
を
ど
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う
論
じ
て
い
る
の
か
」
と
問
う
た
の
で
あ
る
が
、
玄
沙
は
「
少
人
聽
」（
だ
れ
も
聽
く
人
が
い
な
い
）、
つ
ま
り
こ
こ
で
は
そ

う
い
う
こ
と
を
教
え
ず
、
議
論
も
し
な
い
と
答
え
た
。
そ
の
理
由
を
玄
沙
は
別
の
と
こ
ろ
で
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

仁
者
，
宗
乘
是
什
麼
事
？ 

不
可
由
汝
用
功
莊
嚴
便
得
去
也
。
不
可
他
心
宿
命
便
得
去
也
。
會
麼
？
只
如
釋
迦
出
頭
來
，

作
得
如
許
多
變
弄
，
説
十
二
分
教
，
如
缾
灌
水
，
大
作
一
場
佛
事
。
向
此
門
中
用
一
點
不
得
，
用
毫
頭
伎
倆
不
得
。
知

麼
？ 

如
同
夢
事
，
亦
如
寐
語
。
沙
門
不
應
出
頭
來
。
不
同
夢
事
，
蓋
爲
識
得
。
知
麼
？
識
得
即
是
大
出
脫
底
人
、
大

徹
頭
人
。（『
玄
沙
廣
錄
』
卷
下
）

諸
君
、
宗
乘
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
？ 

き
み
た
ち
が
修
行
を
積
ん
で
飾
り
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
。
他
心
通
や
宿
命
通
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
分
か
る
か
？ 

お
釋
迦
さ
ん
が
出
て
き
て
、
あ
ま

た
の
手
管
を
弄
し
て
十
二
分
教
を
説
き
、
瓶
よ
り
水
を
灌
ぐ
よ
う
に
一
滴
も
漏
ら
さ
ず
傳
え
て
、
佛
事
を
盛
大
に
演
じ

た
と
し
て
も
、
そ
ん
な
も
の
は
わ
が
禪
門
に
お
い
て
は
何
の
役
に
も
立
た
ず
、
毛
一
す
じ
ほ
ど
の
技
量
も
發
揮
で
き
は

し
な
い
の
だ
。
分
か
る
か
？ 

そ
ん
な
も
の
は
夢
の
よ
う
な
も
の
、
寢
言
み
た
い
な
も
の
だ
。
そ
ん
な
こ
と
で
沙
門
が

本
來
の
面
目
を
發
揮
で
き
る
は
ず
は
な
い
の
だ
。
夢
と
同
じ
く
し
な
い
の
は
、
し
か
と
自
己
の
面
目
を
見
て
取
っ
て
い

る
か
ら
な
の
だ
。
分
か
る
か
？ 

見
て
取
れ
た
な
ら
、
大
解
脱
の
人
で
あ
り
、
大
悟
徹
底
し
た
人
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、「
宗
乘
」
と
は
、
釋
迦
が
説
い
た
種
々
の
方
便
説
法
の
こ
と
で
は
な
く
、
自
己
を
識
得
す
る
こ
と
、
自
己
を

知
る
こ
と
（
己
事
究
明
）
が
そ
れ
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
大
悟
徹
底
し
た
人
だ
と
言
う
の
で
あ
る
。
自
己
を
知
る
こ
と
で

あ
る
か
ら
、
人
に
問
う
べ
き
こ
と
で
は
な
く
、
人
が
教
え
ら
れ
る
こ
と
で
も
な
い
。「
宗
乘
」
と
は
あ
く
ま
で
も
問
う
僧
の
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自
己
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
言
葉
で
傳
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
言
う
こ
と
の
意
味
で
あ
る
。『
玄
沙
廣
錄
』
に
は

「
宗
門
中
事
」（
宗
乘
）
に
つ
い
て
以
下
の
問
答
が
あ
る
。

百
法
座
主
問
：
「
如
何
是
宗
門
中
事
？
」
師
云
：
「
是
大
德
事
。」
云
：
「
作
何
體
悉
？
」
師
云
：
「
不
用
體
悉
。」（
卷
中
）

問
：
「
如
何
是
宗
門
中
事
？
」
師
云
：
「
瞌
睡
作
麼
！
」
云
：
「
和
尚
何
不
接
學
人
？
」
師
云
：「
者
鈍
漢
！
」（
卷
下
）

本
則
で
は
玄
沙
が
「
少
人
聽
」
と
答
え
た
意
圖
を
問
わ
れ
、「
石
耳
峰
を
移
す
こ
と
が
で
き
た
ら
、
教
え
て
や
ろ
う
」
と

僧
遁
禪
師
は
答
え
た
。
む
ろ
ん
こ
れ
は
馬
祖
の
「
一
口
吸
盡
西
江
水
」
の
變
奏
で
あ
る
が
、
歸
宗
義
柔
（
法
眼
文
益
下
の
同

門
）
が
わ
た
し
な
ら
こ
う
答
え
る
、
と
し
て
別
語
し
た
、「
且
ら
く
低
聲
せ
よ
」（
シ
ー
ッ
、
大
き
な
聲
で
言
っ
て
は
い
け
な

い
）
と
は
、「
そ
ん
な
こ
と
を
訊
ね
て
、
人
に
聞
か
れ
た
ら
笑
わ
れ
る
ぞ
」
と
た
し
な
め
た
の
で
あ
る
。

四
．『
景
德
傳
燈
錄
』
の
文
學
性
、
宋
代
文
人
へ
の
影
響

本
書
第
五
章
「『
景
德
傳
燈
錄
』
の
文
學
性
」、
第
六
章
「『
景
德
傳
燈
錄
』
の
宋
代
文
人
へ
の
影
響
」
の
二
章
は
從
來

の
『
景
德
傳
燈
錄
』
研
究
に
な
い
、
本
書
の
創
新
で
あ
る
。「『
景
德
傳
燈
錄
』
の
文
學
性
」
で
は
、
禪
僧
の
傳
記
に
見
ら

れ
る
傳
奇
的
、
戲
曲
的
な
敍
述
や
文
學
的
表
現
、
對
話
の
諧
謔
、
修
辭
的
技
法
（
譬
喩
、
曲
解
、
比
擬
、
歇
後
）
な
ど
の
特

徴
を
概
觀
し
、
收
錄
・
引
用
さ
れ
る
偈
頌
詩
歌
に
つ
い
て
内
容
と
表
現
の
特
色
（
多
様
な
形
式
、
形
象
性
）
を
概
説
し
て
い

る
。「
詩
に
よ
っ
て
禪
を
證
す
る
」
と
い
う
一
節
で
は
、
禪
と
詩
の
表
現
方
法
の
一
致
（
體
驗
の
個
性
的
表
現
、
象
徴
・
比
喩

の
運
用
）、
禪
僧
の
詩
的
表
現
愛
好
な
ど
を
論
ず
る
。「『
景
德
傳
燈
錄
』
の
宋
代
文
人
へ
の
影
響
」
の
章
で
は
、
宋
代
文
人
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に
と
っ
て
『
景
德
傳
燈
錄
』
が
『
楞
嚴
經
』、『
圓
覺
經
』、『
維
摩
經
』
と
と
も
に
、
佛
教
を
學
び
、
禪
に
參
ず
る
必
讀
書

で
あ
っ
た
こ
と
の
具
體
相
を
敍
べ
る
。
影
響
の
う
ち
の
「
抄
集
」
の
項
で
は
も
っ
と
も
早
い
例
と
し
て
晁
迥
『
法
藏
碎
金

錄
』（
一
〇
二
七
年
）、
つ
い
で
蘇
轍
（
一
〇
三
九
～
一
一
一
二
）
の
抄
錄
一
卷
、
曾
慥
『
類
説
』（
卷
二
十
、
一
一
三
七
年
）、

胡
寅
の
抄
錄
三
卷
（『
傳
燈
玉
英
集
』
か
ら
の
抄
錄
、
一
一
五
〇
年
）
を
擧
げ
る
。
王
隨
『
傳
燈
玉
英
集
』
十
五
卷
（
存
九
卷
）

に
つ
い
て
は
一
節
を
設
け
て
專
論
し
、
王
隨
居
士
の
師
承
關
係
、
佛
門
人
物
と
の
交
友
を
敍
べ
、『
傳
燈
玉
英
集
』
は
『
景

德
傳
燈
錄
』
を
約
半
分
の
量
に
取
捨
削
減
し
て
い
る
が
、『
景
德
傳
燈
錄
』
初
刊
本
の
原
貌
を
よ
く
傳
え
て
い
る
こ
と
を
論

ず
る
。「
閲
讀
」
の
項
で
は
張
商
英
（『
羅
湖
野
錄
』
卷
上
）、
呉
恂
（
同
卷
下
）
が
『
景
德
傳
燈
錄
』
を
讀
ん
で
參
禪
し
た

情
景
を
紹
介
し
、
閲
讀
の
例
と
し
て
陳
舜
兪
（『
廬
山
記
』）、
陳
與
義
（『
増
廣
箋
注
簡
齋
詩
集
』
卷
九
「
次
韻
謝
天
寧
老
見

貽
」
詩
）、
胡
仔
（『
苕
溪
漁
隱
叢
話
』
前
集
卷
二
十
）、
理
學
家
の
鄒
浩
（『
道
郷
集
』
卷
二
）、
朱
熹
（『
朱
子
語
類
』
卷
百
二

十
六
）、
曾
丰
（『
緣
督
集
』
卷
六
）、
ま
た
女
子
の
參
禪
の
例
と
し
て
項
氏
（
劉
宰
『
漫
塘
集
』
卷
三
十
）、
樓
慧
靖
（『
佛
祖

統
紀
』
卷
二
十
八
）
を
紹
介
す
る
。「
題
詠
」
の
項
で
は
詩
題
に
『
傳
燈
錄
』
の
書
名
を
入
れ
た
詩
（
王
安
石
、
蘇
軾
、
蘇
轍
、

王
庭
珪
）
を
紹
介
し
、
ま
た
「
宋
代
人
に
よ
る
宋
詩
の
注
と
『
景
德
傳
燈
錄
』」
の
節
で
は
、
宋
詩
は
典
故
を
愛
用
し
た
が
、

そ
の
新
し
い
典
故
の
ひ
と
つ
に
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
故
事
の
援
用
が
あ
り
、
詩
注
に
は
そ
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
さ

か
ん
に
作
ら
れ
た
宋
代
詩
話
に
も
し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
こ
の
二
章
は
文
學
出
身
の
著
者
ら

し
い
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
新
研
究
で
あ
る
。

案
ず
る
に
、『
景
德
傳
燈
錄
』
の
宋
代
文
學
へ
の
影
響
と
い
う
テ
ー
マ
は
從
來
書
か
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
今
や
各
種

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
檢
索
を
利
用
す
れ
ば
容
易
に
書
け
る
の
で
あ
り
、
こ
の
二
章
も
そ
の
よ
う
に
し
て
書
か
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
問
題
に
な
る
の
は
そ
の
精
度
で
あ
る
。
宋
詩
の
注
に
出
典
と
し
て
『
景
德
傳
燈
錄
』
を
引
く
場
合
、
往
々
に
し
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て
不
正
確
な
の
は
施
注
者
が
記
憶
に
頼
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
、
蘇
東
坡
の
詩
「
秋
後
風
光
雨
後
山
，
滿
城
流
水
碧
潺
潺
。
煙
雲
好
處
無
多
子
，
及
取
昏
鴉
未
到
間
」（『
集
注

分
類
東
坡
詩
』
卷
九
「
追
和
子
由
去
歲
試
擧
人
洛
下
所
詠
詩
五
首
暴
雨
初
晴
樓
上
晩
景
」）
の
注
に
「『
傳
燈
錄
』
曰
：
大
愚
禪

師
曰
：
佛
法
無
多
子
」
と
あ
る
の
を
、
著
者
は
出
典
を
卷
十
二
臨
濟
章
と
し
、
大
愚
で
は
な
く
臨
濟
の
語
だ
と
訂
正
し
て

い
る
（
三
九
六
頁
）。
さ
ら
に
「
無
多
子
」
に
つ
い
て
、「
子
は
接
尾
辭
で
唐
五
代
で
は
一
般
に
少
な
い
こ
と
を
示
す
數
量
詞

の
後
ろ
に
つ
き
、
無
多
子
は
沒
有
多
少
の
意
」
と
説
明
し
、
例
と
し
て
「
想
君
本
領
無
多
子
，
畢
竟
難
禁
這
一
頭
」（『
五

燈
會
元
』
卷
十
八
雲
巖
天
游
禪
師
章
）
を
引
く
。
著
者
は
「
無
多
子
」
の
構
造
を
「
無
多
」
＋
「
子
」
と
見
て
い
る
よ
う
だ

が
、「
無
」
＋
「
多
子
」
で
あ
っ
て
、「
多
子
」
を
「
多
」
の
口
語
形
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。「
子
は
接
尾
辭
で
唐
五
代
で
は

一
般
に
少
な
い
こ
と
を
示
す
數
量
詞
の
後
ろ
に
つ
く
」
と
い
う
説
明
も
い
い
か
げ
ん
で
、
江
藍
生
・
曹
廣
順
『
唐
五
代
語

言
詞
典
』
で
は
、
名
詞
接
尾
辭
の
用
法
を
「
唐
人
對
小
玩
偶
例
稱
〝
子
〟」（
唐
代
の
人
は
小
さ
な
玩
具
に
つ
い
て
子
を
つ
け

て
呼
ぶ
）
と
説
明
し
、「
黃
金
人
子
」、「
一
瓷
新
婦
子
」、「
昆
侖
子
」
な
ど
の
人
形
の
例
を
擧
げ
て
い
る
。「
無
多
子
」
は
た

し
か
に
「
沒
有
多
少
」
に
は
違
い
な
い
が
、「
佛
法
無
多
子
」
と
は
ど
う
い
う
意
味
か
？ 

『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
十
二
「
臨
濟

章
」
は
異
同
の
多
い
と
こ
ろ
で
、
金
藏
本
、
四
部
叢
刊
本
（
卷
十
二
は
南
宋
前
期
刊
本
）、
元
延
祐
本
は
「
佛
法
也
無
多
子
」

で
あ
る
が
（『
傳
燈
玉
英
集
』
は
卷
六
を
缺
く
）、
東
禪
寺
版
は
「
元
來
黃
檗
佛
法
無
多
子
！
」
で
あ
る
。
前
者
は
「
佛
法
と

は
言
っ
て
も
多
く
あ
る
わ
け
で
は
な
い
」、
後
者
は
「
黃
檗
の
佛
法
は
あ
れ
こ
れ
あ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
！
」。
つ
ま

り
黃
檗
が
説
法
で
い
つ
も
言
っ
て
い
た
「
即
心
是
佛
」
と
い
う
「
ひ
と
つ
の
事
」
を
言
う
。
宋
の
胡
宏
の
「
人
に
贈
る
」
詩

に
い
う
、「
孝
弟
（
悌
）
須
是
知
本
根
，
萬
般
功
用
且
休
論
。
聖
門
事
業
無
多
子
，
守
此
心
爲
第
一
門
」（『
五
峰
集
』
卷
一
）。

儒
教
の
教
え
に
遵
っ
て
行
な
う
べ
き
根
本
は
た
だ
ひ
と
つ
、
孝
悌
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
無
多
子
」
に
は
「
ひ
と
つ
」
を
言

う
場
合
が
あ
り
、「
佛
法
無
多
子
」
は
そ
の
例
で
あ
る
。
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ま
た
『
王
荊
公
詩
注
』
卷
四
十
二
「
與
道
原
歩
至
景
德
寺
」
詩
「
前
時
偶
見
花
如
夢
，
紅
紫
紛
披
競
深
淺
」
李
璧
注

「『
傳
燈
錄
』
：
陸
亘
大
夫
見
南
泉
，
南
泉
云
：
『
老
僧
見
一
株
花
，
如
夢
相
似
。』
陸
當
下
有
省
。」（
三
九
九
頁
）
の
例
で
、

著
者
は
出
典
を
卷
八
「
池
州
南
泉
普
願
章
」
だ
と
指
摘
し
て
い
る
だ
け
で
、
こ
の
引
用
の
誤
り
を
訂
正
し
て
い
な
い
。
正
し

く
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

陸
亘
大
夫
向
師
道
：
「
肇
法
師
甚
奇
怪
！ 

道
『
萬
物
同
根
，
是
非
一
體
』。」
師
指
庭
前
牡
丹
花
云
：
「
大
夫
，
時
人

見
此
一
株
花
如
夢
相
似
。」
陸
罔
測
。

南
泉
は
「
時
人
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
じ
つ
は
婉
曲
に
陸
亘
を
指
し
て
、「
そ
な
た
は
僧
肇
の
佛
教
的
萬
物
齊
同
論
に
惑

わ
さ
れ
て
、
目
前
に
實
在
す
る
花
の
美
し
さ
を
見
て
い
な
い
」
と
た
し
な
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
僧
肇
の
語
は
「
天
地
與
我

同
根
，
萬
物
與
我
一
體
」（「
涅
槃
無
名
論
」）
で
あ
る
が
、
陸
亘
は
引
用
の
よ
う
に
記
憶
し
て
い
た
。
こ
れ
に
對
す
る
答
え

は
、「
佛
教
の
理
論
、
佛
教
の
術
語
が
形
成
さ
れ
ぬ
以
前
の
地
平
に
お
い
て
（
そ
う
い
う
觀
念
に
囚
わ
れ
ず
に
）、
ひ
と
り
孤

獨
に
修
行
せ
よ
」
と
言
っ
た
南
泉
ら
し
い
對
話
で
あ
る
。
王
安
石
の
詩
は
こ
の
意
を
受
け
と
め
て
、「
わ
た
し
は
以
前
花
を

見
て
も
、
南
泉
が
言
っ
た
よ
う
に
、
夢
の
よ
う
に
し
か
見
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
は
こ
の
花
が
紅
や
紫
の
鮮
や
か
さ
を
競
う

よ
う
に
咲
き
誇
っ
て
い
る
の
を
さ
な
が
ら
に
見
て
い
る
」
と
詠
じ
た
の
で
あ
る
。
李
璧
注
の
引
用
で
は
逆
に
な
っ
て
い
る
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
で
は
注
釋
の
用
を
な
さ
な
い
。

宋
詩
の
詩
語
の
注
に
『
傳
燈
錄
』
を
引
く
ケ
ー
ス
を
著
者
が
「
行
話
」（
業
界
用
語
）、「
俗
語
」
の
出
處
と
し
て
解
説
し

て
い
る
の
は
、
禪
語
錄
の
口
語
語
彙
研
究
者
の
注
意
を
引
く
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
時
に
正
確
を
缺
く
説
明
が
見
ら
れ
る
。
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「
一
轉
語
」
を
「
轉
撥
機
鋒
之
語
」、「
點
撥
人
覺
悟
之
語
」（
三
九
四
頁
）
と
解
し
て
い
る
が
、「
轉
」
は
回
數
を
表
わ
す
南

方
方
言
の
量
詞
で
あ
り
、『
朱
子
語
類
』
に
も
見
え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
禪
宗
特
有
の
語
（
行
話
）
と
は
言
え
な
い
。
ま
た

文
末
の
「
在
」
を
「
作
爲
詞
綴
，
唐
宋
時
用
於
動
詞
或
動
詞
短
語
之
後
，
表
示
動
作
或
狀
態
之
延
續
」（
三
九
七
頁
）
と
説

明
す
る
の
も
正
確
で
は
な
く
、
確
認
・
強
調
を
表
わ
す
文
末
助
詞
と
す
べ
き
で
あ
る
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
の
宋
代
文
人
へ
の
影
響
と
い
う
著
者
が
設
定
し
た
新
し
い
テ
ー
マ
は
、
對
象
を
宋
詩
の
注
だ
け
に
限
ら

ず
、
宋
代
の
筆
記
（
文
人
隨
筆
）
を
視
野
に
入
れ
る
と
、
よ
り
豐
か
な
成
果
が
得
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
評

者
の
望
蜀
の
談
で
あ
る
。

五
．「
未
完
の
思
考
―
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
文
化
史
的
意
義
」

こ
の
終
章
は
本
書
の
結
論
に
あ
た
る
論
考
で
、『
景
德
傳
燈
錄
』
を
文
化
史
の
角
度
か
ら
そ
の
性
質
を
論
ず
る
。
す
な
わ

ち
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
出
現
は
ど
う
い
う
意
義
を
持
つ
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
著
者
は
三
つ
の
面
を
指
摘
し
て
い
る
。

一
．『
景
德
傳
燈
錄
』
は
敕
に
よ
っ
て
大
藏
經
に
編
入
さ
れ
、
國
家
の
承
認
を
得
た
宗
教
聖
典
と
し
て
、
禪
宗
内
に
お
い
て

學
習
さ
れ
、
以
後
の
燈
史
編
纂
の
規
範
と
な
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
佛
教
界
、
一
般
人
士
に
ま
で
「
禪
の
知
識
」
を
提
供
す
る

源
泉
と
な
っ
た
。
二
．
禪
宗
は
他
の
教
宗
と
異
な
り
、
所
依
の
經
典
を
持
た
な
い
か
ら
、
佛
陀
以
來
の
傳
承
の
正
統
性
を
證

明
す
る
た
め
に
燈
史
が
編
纂
さ
れ
た
が
、『
景
德
傳
燈
錄
』
は
法
眼
宗
の
燈
史
と
し
て
出
現
し
、
そ
の
後
は
臨
濟
宗
か
ら
の

修
正
を
施
す
東
禪
寺
版
が
現
わ
れ
、
元
延
祐
本
も
注
で
法
系
を
辯
じ
、
つ
づ
く
四
燈
史
も
正
統
宗
派
を
主
張
す
る
性
格
を
持

つ
。
三
．『
景
德
傳
燈
錄
』
が
記
錄
し
た
唐
五
代
の
禪
宗
は
地
方
を
根
據
地
と
し
た
分
派
で
あ
っ
た
が
、
宋
朝
の
統
一
を
契

機
と
し
て
、『
景
德
傳
燈
錄
』
は
地
域
性
を
突
破
し
、
禪
を
統
一
的
に
系
統
化
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
禪
僧
は
傳
統
の
中
に

自
己
の
位
置
を
見
出
し
、
傳
統
は
當
世
の
禪
僧
を
加
え
て
生
命
を
獲
得
す
る
と
い
う
「
相
互
證
明
の
う
ち
に
傳
統
と
當
世
を
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聯
結
す
る
」
役
割
り
を
果
た
し
た
。

案
ず
る
に
、
二
と
三
は
禪
宗
燈
史
の
性
格
と
役
割
り
を
言
う
も
の
で
、
一
が
「
文
化
史
的
意
義
」
に
當
た
る
。「『
景
德

傳
燈
錄
』
が
宋
代
以
後
の
禪
の
言
説
の
標
準
を
提
供
し
た
」
と
は
言
っ
て
も
、「
法
眼
宗
の
正
統
性
」
を
示
し
た
テ
ク
ス
ト

が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
宗
派
性
を
超
え
た
禪
一
般
の
共
通
知
識
と
な
っ
た
こ
と
の
論
證
は
、
實
は
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

『
景
德
傳
燈
錄
』
が
馬
祖
系
を
南
嶽
下
第
八
世
ま
で
（
卷
六
～
卷
十
三
）
記
錄
し
、
石
頭
系
を
青
原
下
第
十
一
世
ま
で
（
卷
十

四
～
卷
二
十
六
）
收
錄
し
た
と
こ
ろ
に
、
ま
ず
中
唐
馬
祖
の
禪
が
唐
代
禪
の
基
調
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
さ
ら
に
宋
初
の
編

者
道
原
が
「
法
眼
宗
の
正
統
性
」
を
主
張
し
て
い
る
の
を
看
取
す
る
こ
と
は
で
き
る
。
し
か
し
宋
代
士
大
夫
た
ち
が
「
禪
と

は
な
に
か
？
」
を
ど
の
よ
う
に
認
識
し
た
の
か
は
、
お
そ
ら
く
か
れ
ら
が
直
接
に
接
觸
し
た
個
々
の
禪
僧
を
通
し
て
で
あ
っ

た
。
そ
の
こ
と
は
宋
詩
の
『
景
德
傳
燈
錄
』
引
用
だ
け
で
な
く
、
よ
り
廣
い
探
究
に
よ
っ
て
こ
そ
知
ら
れ
る
。
こ
れ
は
博
論

を
も
う
一
本
出
せ
と
言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
著
者
は
文
獻
學
的
な
實
證
研
究
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
最
後
に
大
上
段
の

結
論
を
急
ぎ
す
ぎ
た
の
で
あ
ろ
う
。
い
き
な
り
結
論
で
「
未
完
の
思
考
」
と
は
何
を
言
う
の
か
、
わ
た
し
は
最
初
戸
惑
っ
た

が
、
ど
う
や
ら
「
禪
の
正
統
性
へ
の
運
動
」
を
意
味
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。「
正
統
性
へ
の
意
欲
」
な
ど
、
胡
適
の
南
北

宗
鬪
爭
史
觀
の
影
響
を
受
け
た
歐
米
學
者
の
好
ん
だ
テ
ー
マ
で
、
中
國
の
學
者
が
古
典
禪
、
宋
代
禪
の
研
究
に
こ
れ
を
持
ち

込
む
必
要
は
な
い
。
こ
の
問
題
は
本
書
の
附
論
に
も
關
わ
っ
て
い
る
。

六
．
附
錄
「
傳
統
、
現
代
と
後
現
代
の
間
―
―
近
現
代
禪
宗
研
究
の
歷
程
へ
の
考
察
」

こ
の
附
論
は
近
現
代
に
お
け
る
中
國
禪
宗
史
研
究
を
著
者
な
り
に
總
覽
し
た
長
編
の
學
習
札
記
で
あ
る
。『
景
德
傳
燈

錄
』、『
宋
高
僧
傳
』
等
を
代
表
と
す
る
禪
宗
の
傳
統
的
資
料
の
敍
述
を
歷
史
的
事
實
と
み
な
し
て
こ
れ
を
祖
述
す
る
過
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去
（
近
代
ま
で
）
の
「
傳
統
的
研
究
」
に
對
し
て
、
新
資
料
と
客
觀
性
、
合
理
性
、
論
理
的
整
合
性
の
觀
點
に
よ
る
批
判
を

加
え
た
「
現
代
的
研
究
」
が
現
わ
れ
、
さ
ら
に
こ
れ
が
前
世
紀
八
〇
年
代
か
ら
の
「
後
現
代
（
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
）
的
研
究
」

が
、
客
觀
性
を
自
認
し
た
「
現
代
的
研
究
」
の
意
識
せ
ざ
る
恣
意
性
を
暴
き
出
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
や
中
國
禪
宗
史
研

究
、
燈
史
研
究
は
困
境
に
陷
っ
た
。
著
者
は
「
近
現
代
の
禪
宗
研
究
の
遺
産
の
基
礎
の
上
に
、
い
か
に
し
て
傳
統
的
研
究
を

斬
り
捨
て
る
こ
と
な
く
、
ま
た
現
代
的
研
究
の
盲
點
を
反
省
し
、
さ
ら
に
後
現
代
的
研
究
の
問
題
提
起
に
答
え
て
、
い
か
に

禪
宗
研
究
の
新
方
法
と
新
規
範
を
打
ち
立
て
る
か
は
、
現
在
の
禪
宗
研
究
が
向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
で
あ
る
」（
四

一
八
頁
）
と
の
認
識
か
ら
、
中
國
語
、
日
本
語
、
英
語
で
書
か
れ
た
大
量
の
研
究
著
作
を
網
羅
整
理
し
詳
細
か
つ
批
判
的
に

回
顧
し
總
括
し
た
。
こ
の
點
で
こ
の
附
論
は
目
下
も
っ
と
も
充
實
し
た
中
國
禪
宗
史
研
究
の
總
括
で
あ
る
。
著
者
は
「
傳
統

的
研
究
」、「
現
代
的
研
究
」、「
後
現
代
的
研
究
」
の
成
果
を
詳
述
し
た
あ
と
、
最
後
に
整
理
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
問
い
か

け
て
い
る
。

上
述
の
よ
う
に
、
後
現
代
史
學
の
興
起
は
現
代
史
學
が
無
意
識
に
抱
え
こ
ん
で
い
た
理
論
の
前
提
に
對
し
て
、
全
面

的
な
批
判
を
加
え
、
現
代
史
學
自
身
が
氣
づ
か
な
か
っ
た
問
題
を
暴
き
出
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ

は
後
現
代
思
潮
の
洞
察
に
驚
歎
す
る
と
同
時
に
、
こ
れ
に
對
し
て
も
問
い
を
提
起
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
後
現
代
は
「
眞

理
」、「
知
識
」
の
形
成
過
程
を
洞
察
し
た
時
に
、
過
去
に
隱
蔽
さ
れ
た
問
題
を
發
見
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時

に
「
眞
理
」
そ
れ
自
身
に
對
す
る
追
究
を
棚
上
げ
し
た
の
で
あ
る
。
後
現
代
は
人
び
と
の
認
識
過
程
の
歷
史
性
と
複
雜

さ
を
發
見
す
る
と
同
時
に
、
人
の
認
識
能
力
に
對
し
て
も
懷
疑
を
投
げ
か
け
た
。
後
現
代
思
潮
の
も
と
で
、
禪
宗
研
究

は
「
歷
史
の
眞
實
」
の
考
證
か
ら
「
歷
史
記
述
の
眞
實
」
の
研
究
へ
と
轉
換
し
、「
歷
史
の
眞
實
」
の
追
究
か
ら
「
歷

史
を
理
解
す
る
眞
實
」
の
考
察
へ
と
轉
換
し
た
。
こ
の
轉
換
の
過
程
で
過
去
に
隱
蔽
さ
れ
不
問
に
さ
れ
た
問
題
に
、
研
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究
者
は
不
斷
に
直
面
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。「
歷
史
の
眞
實
」
と
「
歷
史
を
理
解
す
る
眞
實
」
は
分
か
ち
難
い

が
、
問
題
は
、
わ
れ
わ
れ
が
兩
者
を
は
っ
き
り
と
分
け
て
考
え
る
こ
と
を
放
棄
し
て
よ
い
の
か
、
と
同
時
に
、「
眞
理
」

の
追
究
を
も
放
棄
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
す
で
に
後
現
代
思
潮
の
潮
流
の
な
か
に
あ
り
、「
何
で
あ
る
か
」
の
追
究
か
ら
「
何
故
そ
う
な
の
か
」

の
描
寫
へ
と
轉
換
し
た
。
し
か
し
「
何
故
そ
う
な
の
か
」
が
よ
り
明
確
と
な
っ
た
と
し
て
も
、
人
び
と
の
「
眞
理
」
に

對
す
る
追
究
と
憧
れ
を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。「
知
識
の
形
成
過
程
」
が
よ
り
眞
實
と
な
っ
た
と
し

て
も
、
人
び
と
の
人
生
の
修
養
と
は
何
の
關
わ
り
も
持
た
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
別
の
面
で
人
類
の
知
識
が
ひ
と
つ
増

え
た
に
す
ぎ
な
い
。
傳
統
的
な
禪
の
敍
事
が
「
善
の
追
求
」
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
の
目
的
は
人
生
に
お
け
る
悟

り
を
導
く
こ
と
に
あ
る
。
現
代
的
な
禪
の
敍
事
が
「
眞
の
追
求
」
に
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
、
そ
の
目
的
は
す
で
に
發
生

し
過
ぎ
去
っ
た
過
去
の
す
が
た
を
追
求
す
る
こ
と
に
あ
る
。
で
は
、
後
現
代
的
な
禪
の
敍
事
は
何
を
追
求
し
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
後
現
代
は
何
を
追
求
し
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い
自
體
、
あ
る
い
は
後
現
代
に
と
っ
て
は
無
用
な
問
い

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
問
題
は
、
人
間
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
意
義
の
追
求
を
放
棄
し
て
よ
い
の
か
と
い
う
と
こ
ろ

に
あ
る
。（
四
八
七
～
四
八
八
頁
）

案
ず
る
に
、
こ
れ
は
百
年
の
研
究
史
を
至
極
眞
面
目
に
學
習
し
て
き
た
著
者
の
率
直
な
疑
問
の
提
示
と
志
向
の
表
明
で

あ
り
、
こ
の
附
論
が
單
な
る
紹
介
に
と
ど
ま
ら
ず
、
こ
こ
ま
で
導
い
た
長
文
の
敍
述
は
、
高
く
評
價
さ
る
べ
き
で
あ
る
⑾
。

著
者
は
本
書
『
景
德
傳
燈
錄
研
究
』
を
書
く
に
あ
た
っ
て
、
現
今
に
お
け
る
中
國
禪
宗
史
研
究
の
困
境
を
解
決
せ
ね
ば

な
ら
な
か
っ
た
。
冒
頭
「
引
言
」
の
「
近
世
の
禪
宗
研
究
と
燈
史
の
運
命
」
に
僞
史
と
さ
れ
た
燈
史
を
研
究
す
る
こ
と
に
意

義
は
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
を
提
起
し
て
い
る
。
か
つ
て
鈴
木
大
拙
と
胡
適
の
間
に
禪
の
本
質
を
め
ぐ
る
論
爭
が
あ
り
、
大
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拙
の
立
場
は
暗
默
の
う
ち
に
禪
宗
内
部
の
「
傳
統
的
」
研
究
に
據
っ
て
い
た
。
胡
適
は
合
理
主
義
的
な
「
實
證
」
研
究
、
い

わ
ば
近
代
人
の
信
ず
る
「
歷
史
の
眞
實
」
を
標
榜
す
る
實
證
主
義
に
よ
っ
て
燈
史
を
僞
史
だ
と
批
判
し
、
こ
れ
に
對
し
て
、

實
證
研
究
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
柳
田
聖
山
先
生
は
「
僞
史
に
も
こ
れ
を
作
り
出
し
た
宗
教
的
眞
實
」
が
あ
り
、
燈
史
の
研

究
と
は
こ
れ
の
思
想
史
的
探
究
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
反
論
し
、
そ
う
し
て
こ
の
「
歷
史
を
理
解
す
る
眞
實
」
の
探
究
が

一
般
に
も
承
認
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
現
代
的
」
研
究
で
あ
る
。「
後
現
代
（
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
）
の
研
究
」

と
は
、
柳
田
先
生
の
薫
陶
を
受
け
た
歐
米
學
者
が
、
實
證
研
究
も
思
想
史
的
探
究
も
跳
び
越
え
て
、
從
來
の
禪
宗
史
研
究
を

評
論
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
純
粹
な
「
眞
實
」
や
「
客
觀
」
な
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
の
は
幻
想
錯
覺
な
い
し
傲
慢
に
す
ぎ

ず
、「
實
證
」
し
「
探
究
」
し
た
も
の
は
、
結
局
は
研
究
者
の
置
か
れ
た
時
代
的
、
社
會
的
、
思
想
史
的
環
境
の
影
響
を
受

け
、
甚
だ
し
く
は
研
究
者
個
人
の
た
だ
の
好
惡
、
先
入
見
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
産
物
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
こ
と
を
意

識
し
な
か
っ
た
だ
け
だ
と
し
た
の
で
あ
る
、
と
。
す
べ
て
を
相
對
に
解
消
し
て
、
研
究
の
列
か
ら
距
離
を
置
き
、
先
人
の
成

果
を
高
み
に
立
っ
て
あ
ざ
笑
う
、
ま
こ
と
に
高
踏
的
破
壞
的
な
評
論
で
あ
る
。
こ
う
い
う
評
論
が
成
り
立
つ
の
は
、「
禪
で

ゴ
ル
フ
を
や
る
」
と
か
、「
禪
で
株
を
や
る
」
と
い
う
よ
う
な
言
い
か
た
が
流
行
す
る
歐
米
で
の
こ
と
に
す
ぎ
な
い
。
い
っ

た
ん
こ
う
い
う
評
論
に
馴
染
む
と
、「
研
究
」
な
ど
眞
面
目
に
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
後
現
代
的
思
潮
に
乘
っ
て
こ
う

言
い
放
っ
た
學
者
は
事
實
そ
の
後
、
何
の
「
研
究
」
も
で
き
な
く
な
っ
た
。
後
現
代
的
思
潮
の
主
張
は
、
歷
史
的
文
獻
も
特

定
の
環
境
の
な
か
で
「
作
ら
れ
た
」
産
物
で
あ
っ
て
、
文
學
と
同
じ
性
質
を
持
ち
、「
事
實
」
や
「
眞
實
」
な
ど
と
い
う
シ

ロ
モ
ノ
で
は
な
く
、
文
學
創
作
と
同
じ
に
扱
う
べ
き
だ
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
面
も
た
し
か
に
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ

て
、
結
局
は
文
獻
を
丹
念
に
正
確
に
、
す
な
わ
ち
わ
れ
わ
れ
の
馴
染
み
深
い
言
い
か
た
で
は
、「
何
が
言
わ
れ
て
い
る
か
」

と
同
時
に
「
ど
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
か
」
を
「
思
想
史
的
に
」
讀
み
解
く
、
ウ
ラ
も
オ
モ
テ
も
總
合
的
に
讀
み
取
る
と

い
う
原
點
に
歸
著
す
る
。
禪
宗
文
獻
の
研
究
は
そ
の
點
で
は
ま
だ
ま
だ
理
想
に
ほ
ど
遠
い
現
狀
で
あ
る
か
ら
、
基
本
的
文
獻
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で
あ
る
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
本
書
の
よ
う
な
實
直
な
文
獻
學
的
研
究
は
、
十
分
な
る
存
在
の
意
義
が
あ
り
、
か
つ
高
い
價
値

を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。							










 
   （

二
〇
二
〇
年
八
月
五
日
稿
）

【
注
釋
】

⑴
石
井
修
道
『
宋
代
禪
宗
史
の
研
究
』（
大
東
出
版
社
、
一
九
八
七
年
）
第
一
章
第
二
節
「『
佛
祖
同
參
集
』
と
『
景
德
傳
燈
錄
』」。

⑵
椎
名
宏
雄
「『
傳
燈
玉
英
集
』
の
基
礎
的
考
察
」（『
曹
洞
宗
研
究
員
研
究
生
研
究
紀
要
』
第
九
號
、
一
九
七
七
年
）。

⑶
石
井
修
道
『
宋
代
禪
宗
史
の
研
究
』
第
一
章
第
二
節
「『
佛
祖
同
參
集
』
と
『
景
德
傳
燈
錄
』」、
第
七
節
「
皮
肉
骨
髓
得
法
説
の
成
立
背

景
に
つ
い
て
」。

⑷
椎
名
宏
雄
「『
祖
堂
集
』
の
編
成
」（『
宗
學
研
究
』
第
二
一
號
、
一
九
七
九
年
）、
石
井
修
道
『
宋
代
禪
宗
史
の
研
究
』
第
一
章
第
五
節

「『
祖
堂
集
』
と
『
景
德
傳
燈
錄
』」。
鈴
木
哲
雄
「『
祖
堂
集
』
對
照
『
景
德
傳
燈
錄
』」（『
愛
知
學
院
大
學
禪
研
究
所
紀
要
』
第
二
二
號
、

一
九
九
四
年
）
は
兩
書
の
記
載
を
對
照
さ
せ
た
勞
作
で
、
こ
れ
を
見
れ
ば
『
景
德
傳
燈
錄
』
は
『
祖
堂
集
』
を
參
考
に
し
て
い
な
い
こ
と

は
明
白
で
あ
る
。

⑸
鈴
木
哲
雄
、
椎
名
宏
雄
「
宋
・
元
版
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
書
誌
的
考
察
」（『
愛
知
學
院
大
學
禪
研
究
所
紀
要
』
第
四
・
五
號
、
一
九
七
五

年
）

⑹
尾
崎
康
「
宋
刊
新
唐
書
に
つ
い
て
」（『
斯
道
文
庫
論
集
』
第
一
一
輯
、
一
九
七
四
年
）。
尾
崎
論
文
は
静
嘉
堂
文
庫
本
『
新
唐
書
』
を
長

澤
規
矩
也
が
北
宋
嘉
祐
（
一
〇
五
六
～
一
〇
六
三
）
刊
本
と
し
た
舊
説
を
檢
證
し
て
、
刻
工
名
か
ら
南
宋
紹
興
七
年
（
一
一
三
七
）
刊

本
と
改
め
、
四
部
叢
刊
本
第
三
編
子
部
に
收
錄
す
る
鐵
琴
銅
劍
樓
藏
本
『
景
德
傳
燈
錄
』
に
も
同
じ
刻
工
名
が
見
え
る
こ
と
に
言
及
し
、

こ
れ
に
よ
っ
て
鐵
琴
銅
劍
樓
藏
本
『
景
德
傳
燈
錄
』（
卷
四
～
九
、
卷
十
三
～
三
十
）
は
南
宋
紹
興
刊
本
と
改
め
た
。
た
だ
し
著
者
は
黃

永
年
『
唐
史
史
料
學
』（
上
海
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）
が
引
用
し
た
尾
崎
論
文
に
據
っ
て
い
る
。
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⑺
椎
名
宏
雄
「
宋
元
版
禪
籍
研
究
（
八
）
―
景
德
傳
燈
錄
・
萬
僧
問
答
景
德
傳
燈
全
錄
―
」（『
印
度
學
佛
教
學
研
究
』
第
三
五
卷
第
一
號
、

一
九
八
六
年
）。
四
部
叢
刊
本
『
景
德
傳
燈
錄
』
卷
四
～
九
、
卷
十
三
～
三
十
を
南
宋
紹
興
四
年
（
一
一
三
四
）
刊
本
、
卷
十
～
十
二
を

南
宋
前
期
刊
本
と
改
め
た
。
い
わ
く
、「（
四
部
叢
刊
本
を
）
い
た
ず
ら
に
宋
版
と
し
て
無
批
判
に
用
い
る
者
が
後
を
斷
た
ず
、
ま
た
、
筆

者
の
誤
っ
た
舊
稿
が
そ
の
ま
ま
引
用
さ
れ
る
責
任
上
、
看
過
で
き
な
い
」。
つ
ま
り
四
部
叢
刊
本
が
宋
元
版
五
種
の
合
綴
本
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
を
宋
版
と
し
て
引
用
す
る
非
を
指
摘
し
て
い
る
。

⑻
拙
稿
「
臨
濟
錄
テ
ク
ス
ト
の
系
譜
」（『
東
洋
文
化
研
究
所
紀
要
』
第
一
六
二
册
、
二
〇
一
二
年
）。

⑼
西
口
芳
男
「
東
禪
寺
版
『
景
德
傳
燈
錄
』
解
題
」、
禪
文
化
研
究
所
刊
基
本
典
籍
叢
刊
『
景
德
傳
燈
錄
』（
禪
文
化
研
究
所
、
一
九
九
〇

年
）。
研
究
論
文
目
録
（
一
九
八
八
年
ま
で
）、
東
禪
寺
版
と
四
部
叢
刊
本
と
の
異
同
表
を
附
す
。

⑽
著
者
は
本
書
刊
行
の
の
ち
、
點
校
本
『
景
德
傳
燈
錄
』（
中
國
禪
宗
典
籍
叢
刊
、
中
州
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
九
年
）
を
出
版
し
た
。
底

本
は
金
藏
本
で
、
缺
卷
を
東
禪
寺
版
に
よ
っ
て
補
っ
て
い
る
の
は
、
古
版
を
尊
重
し
た
の
で
あ
る
が
、
四
部
叢
刊
本
等
の
宋
版
は
入
校

し
て
い
な
い
。
な
お
些
細
な
こ
と
で
あ
る
が
、
著
者
は
日
本
貞
和
四
年
（
一
三
四
八
）
覆
刻
本
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
京
都
大
學
谷
村
文

庫
藏
本
の
頭
注
に
し
ば
し
ば
引
か
れ
る
一
山
一
寧
を
「
入
元
僧
」
と
言
う
（
本
書
二
五
八
頁
）
の
は
渡
日
元
僧
の
誤
り
で
あ
る
。
一
山
一

寧
の
禪
錄
注
釋
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
日
中
禪
宗
交
流
資
料
中
有
關
漢
語
史
料
鉤
沈
―
介
紹
『
五
燈
會
元
一
山
抄
』
與
『
愚
中
周
及
年
譜

抄
』」（『
禪
宗
語
言
叢
考
』、
復
旦
大
學
出
版
社
、
二
〇
二
〇
年
）
參
照
。
な
お
、
著
者
は
谷
村
文
庫
本
『
景
德
傳
燈
錄
』
を
「
元
延
祐
本

系
統
」
と
し
て
い
る
が
、
じ
つ
は
福
州
開
元
寺
版
の
覆
刻
本
で
、
元
延
祐
本
の
序
跋
を
補
寫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
本
に
お

け
る
『
景
德
傳
燈
錄
』
の
最
初
の
出
版
で
あ
る
（
西
口
芳
男
「
福
州
東
禪
寺
版
『
景
德
傳
燈
錄
』
に
つ
い
て
」
注
37
、『
禪
文
化
研
究
所
紀

要
』
第
一
五
號
、
一
九
八
八
年
）。

⑾
龔
雋
、
陳
繼
東
『
中
國
禪
學
研
究
入
門
』（
研
究
生
・
學
術
入
門
手
册
、
復
旦
大
學
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
に
は
、
こ
の
歐
米
流
「
後
現

代
的
研
究
」
を
詳
細
に
紹
介
し
、
そ
の
價
値
を
大
い
に
賞
讚
し
つ
つ
も
、
最
後
に
は
や
は
り
次
の
よ
う
な
感
想
を
漏
ら
し
て
い
る
、「
し
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か
し
、
わ
れ
わ
れ
か
ら
見
る
と
、
精
巧
な
敍
述
と
外
緣
性
の
文
化
批
判
は
、
や
は
り
か
れ
ら
を
禪
の
思
想
の
内
部
へ
參
入
さ
せ
る
も
の
で

は
な
く
、
か
れ
ら
の
著
述
の
價
値
、
効
用
と
力
量
も
、
有
効
に
禪
の
〈
現
場
〉
を
〈
表
現
〉
で
き
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
も
〈
わ
れ
わ
れ
〉

が
〈
か
れ
ら
〉
の
禪
學
著
述
を
讀
む
時
に
い
つ
も
感
ず
る
あ
る
種
の
隔
靴
掻
痒
な
の
で
あ
る
」（「
禪
學
著
述
と
西
洋
世
界
」、
二
六
六
頁
）。



書評　馮國棟『景德傳燈錄研究』（衣川 賢次）


